防災資機材等整備計画書
（宛先）西尾市長
届出者　団体名　　　　　　 　　　自主防災会（　　　 　　校区）
	整備目的と整備効果
（必要な理由）
	記入例　「火災時の初期消火に備えて消火器を整備する。」　「災害時の断水に備えて保存水を備蓄する。」
「パソコンなどの情報収集機器の電源確保のため、ガス発電機を整備する。」

	
	

	整備場所
（配置場所）
	□自主防災会防災器具庫内　　□自主防災会管理の設置場所（　　　　　　　　）
□その他　公民館・集会所名等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	整備時期
	今年度　   月までに整備
□事業完了日（領収書の日付）から３０日以内または申請年度の３月３１日のいずれか早い日にちまでに補助金等交付申請書兼実績報告書を提出します）

	
	項目№
	今年度　補助対象整備品

	防災資機材
	❶ 防災器具庫
	新設、移設に係る費用、防災器具庫内の棚

	
	❷ 消火用具
	消火器、粉末消火器の詰替費用、消火器収納箱、可搬ﾎﾟﾝﾌﾟ、ﾊﾞｹﾂ、ﾎﾟﾘﾀﾝｸ、
防火衣、消火栓ホース、管鎗

	
	❸ 避難救助用具
	ヘルメット、テント、ロープ、ハンマー、ジャッキ、チェーンソー、担架、
車いす、リヤカー、一輪車、ＡＥＤ本体

	
	❹ 照明用具
	投光器、懐中電灯、ランタン、発電機、ポータブル電源

	
	❺ 情報関係機器
	無線機（特定小電力無線）、ラジオ、拡声器

	
	❻ 炊飯用具
	はそり、かまど、ｶﾞｽｺﾝﾛ、ｶｾｯﾄｶﾞｽｺﾝﾛ、浄水器

	備蓄品
	❼ 衛生用品
	備蓄仕様の長期間保存可能なもの
携帯ﾄｲﾚ、簡易ﾄｲﾚ、救急医療用ｾｯﾄ、備蓄用品（毛布、紙おむつ、生理用品）

	
	❽ 備蓄品
	保存食・保存水（保存期間5年以上のもの、ただし乳児用ミルクは可）、
乾電池、カセットガス

	項目№
	見積書またはカタログより転記します
	整備内容
（○で囲む）

	
	品名
	規格・型式
	数量（個数）
	

	
	
	
	
	新規・追加・修理・入替

	
	
	
	
	新規・追加・修理・入替

	
	
	
	
	新規・追加・修理・入替

	
	
	
	
	新規・追加・修理・入替

	
	
	
	
	新規・追加・修理・入替

	
	
	
	
	新規・追加・修理・入替

	
	
	
	
	新規・追加・修理・入替

	
	
	
	
	新規・追加・修理・入替

	備考
	


提出前の確認項目（確認後☑し、提出してください）
□ 請求書と領収書（購入品名のわかる明細、販売元発行）、カタログ（内容の分かるもの）の写しを添付。
□ 防災倉庫の設置は、土地所有者の承諾書等の写しを添付。
